
林
も
管
理
さ
れ
無
く
な

っ
た
。
こ
う
し
て
広
葉
樹
林
は
休
息

・
避
難

場
所
、
採
食
地
を
、
水
田
放
棄
地
は
休
息

・
避
難
場
所
、
採
食
地
、

泥
浴
び
場
所
を
、
竹
林
は
採
食
地
を
イ
ノ
シ
シ
に
提
供
す
る
こ
と
と

な
つ
た
の
で
あ
る

（小
寺
ほ
か
、
二
〇
〇

一
）
。
つ
ま
り
、
放
置
さ
れ

た
薪
炭
林
が
時
間
の
経
過
と
共
に
イ
ノ
シ
シ
の
好
適
な
生
息
地
に
変

化
し
た
こ
と
、
減
反
に
よ
り
好
適
な
生
息
地
で
あ
る
水
田
放
棄
地
が

急
増
し
た
こ
と
が
イ
ノ
シ
シ
の
個
体
群
成
長
な
ら
び
に
分
布
域
拡
大

の
原
因
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、　
一
九
七
〇
年
代
後
半

か
ら
の
狩
猟
者
数
の
激
減
が
こ
う
し
た
状
況
を
助
長
し
た
の
で
あ
ろ

ヽ
「^
／
。薪

炭
林
の
放
置
や
水
田
放
棄
地
の
増
加
は
全
国
的
に
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
イ
ノ
シ
シ
の
好
適
環
境
の
増
加
は
日
本
全
国
で
生
じ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
狩
猟
者
の
減
少
や
温
暖
化
に
よ
る
積
雪

量
の
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
て
お
り
、
イ
ノ
シ
シ
の
分
布
域
は
さ
ら
に

拡
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害

は
西
日
本
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
激
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

３
　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害

島
根
県
で
は

一
九
七
〇
年
か
ら

一
九
八
〇
年
代
前
半

に
か
け
て
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
報
告
さ
れ

始
め
、　
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
激
化
し
た

（島

根
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
、　
一
九
九
七
）
。
被
害

は
水
稲
、
野
菜
、
豆
類
、
芋
類
な
ど
で
見
ら
れ
る
が
、

全
国
的
傾
向
と
同
様
に
そ
の
大
半
が
水
稲
で
発
生
し
て

い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
堅
果
の
落
下
量
が
多
い
場

合
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ラ
イ
麦
な
ど
に
対
す
る
イ
ノ
シ
シ

の
農
作
物
被
害
量
が
低
く
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る

（〓
器
Ｆ
一Ｐ

Ｐｏ
Ｎ
ｏ
一
ヨ
一ミ
①一ド
ｏ
”

”
ｏ
Ｎ
●
”
Ｐ

３
駕
）
。
し
か
し
、
島
根
県
で
は
稲

の
乳
熟
期
以
降

（八
月
上
旬
か
ら
九
月
中
旬
）
に
被
害
が
集
中
し
て
い

る

（Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
島
根
、
私
信
）
こ
と
、
コ
ナ
ラ
等
の

堅
果
が

一
〇
月
頃
か
ら
落
下
し
始
め
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
落
下
量
と
被
害
量
に
直
接
的
な
関
係
は
無
い
と
考
え

ユ禦掌!ユ  0 ■‐工碑:ユ

双子葉草本

5 6 7 8 9 10 11 12 1  2          0 0  ′ 。 V lυ  :' l∠  l

繊維質  
月
           稲    

月

図5.島根県石見地方におけるニホンイノシシの胃内

容占有率の季節的変化。Y軸 は占有率 (%)、 縦棒

は標準 偏差を示す

タケノコ

堅果累根・塊茎
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ら
れ
る
。
被
害
が
集
中
す
る
時
期
に
イ
ノ
シ
シ
は
双
子
葉
草
本
を
主

に
採
食
す
る

（図
５
）
が
、
こ
れ
は
繊
維
質
を
消
化
で
き
な
い
イ
ノ

シ
シ
に
と

っ
て
低
質
な
食
物
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
息
地
内
の
食
物

の
質
が
低
下
す
る
時
期
に
、
耕
作
地
で
は
良
質
の
食
物
が
存
在
す
る

た
め
、
こ
れ
に
イ
ノ
シ
シ
が
引
き
付
け
ら
れ
て
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
島
根
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
島
根
県

で
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た
水
田
は
八
四
四
箇
所
で
、
被

害
を
受
け
た
筆
の
総
面
積
は
六
〇

。
六
診
で
あ

っ
た
。
こ
の
内
七
九

五
箇
所

（九
四

。
二
％
）
は
面
積

一
診
未
満
の
水
田
で
、
そ
の
被
害

面
積
は
五
五

・
二
診

（九

一
。
〇
％
）
と
な

っ
た
。
つ
ま
り
、
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
小
規
模
水
田
に
集
中
し
て
発
生
し
て
い

た
。
ま
た
、
被
害
率

（被
害
率

＝
被
害
を
受
け
た
筆
の
面
積
／
水
田

面
積
）
は

一
診
未
満
の
水
田
で
急
激
に
増
加
し
て
お
り

（図
６
）
、
小

規
模
水
田
ほ
ど
耕
作
地
全
域
に
わ
た
る
深
刻
な
被
害
を
受
け
る
傾
向

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

（小
寺
、
二
〇
〇

一
）
。
島
根
県
浜
田
市
の

場
合
、
標
高
の
高
い
山
間
部
に
小
規
模
水
田
が
も
と
も
と
多
く
散
在

し
て
い
た
。
こ
の
様
な
地
域
は
圃
場
条
件
等
が
劣
悪
で
あ
る
た
め
、

特
に
耕
作
放
棄
さ
れ
易
い
。
そ
の
結
果
、
同
市
で
は
標
高
二
〇
〇
腐

以
上
の
高
標
高
地
域
の
水
田
ほ
ど
小
規
模
で
、
水
田
放
棄
地
に
隣
接

し
て
い
る
割
合
が
高
く
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
を
受
け
や
す
い
状

況
に
な
っ
て
い
る

（小
寺
、
二
〇
〇

一
）
。
こ
の
様
な
地
域
で
は
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
被
害
が
水
田
放
棄
の
進
行
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
原
因
で
水
田
が
放
棄
さ
れ
、
営
農

環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
例
は
既
に

一
部
地
域
で
報
告
さ
れ
て
い
る

（千
田
、
二
〇
〇
〇
）
。

４
　
イ
ノ
シ
シ
と
共
存
す
る
た
め
に

ンヽ
カ
　
（
Ｑ
のヽ
く
目
∽
ｂ
せ
も
οじ
　
や

カ

モ

シ

カ
　
（
Ｏ
ｂも
ヽ
６ｎ
Ｓ
お
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08

掛
0.6

Ⅲロ

峰
04

02

0

0123456789101112131415
水田面積 (ha)

図6.2001年 度 にイノシシ被害が発生 した島根県の各水田面積 と

被害率の関係

被害率 (被害率=被害を受けた筆の面積/水田面積)。
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Ｒ

選ヽ
電
じ

で
は
、
そ
の
分
布
域
拡
大
や
個
体
群
成
長
に
よ
り
、
農
作

物
被
害
だ
け
で
は
な
く
林
業
被
害
や
森
林
生
態
系
の
撹
乱
な
ど
が
大

き
な
問
題
と
な

っ
て
い
る

（大
泰
司
ほ
か
、　
一
九
九
〇

一
丸
山
、　
一

九
九
三
）
。　
一
方
、
イ
ノ
シ
シ
で
は
急
速
な
分
布
域
拡
大
や
農
作
物
被

害
の
増
大
に
対
し
、
林
業
被
害
や
森
林
生
態
系
の
撹
乱
等
の
問
題
は

ほ
と
ん
ど
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
シ
カ
や
カ
モ
シ
カ
と
異
な

り
、
イ
ノ
シ
シ
は
セ
ル
ロ
ー
ス
、

ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
と
い
っ
た
繊
維

質
を
消
化
で
き
な
い
こ
と
が
そ
の

一
因
で
あ
ろ
う
。
ま
た
イ
ノ
シ
シ

の
群
れ
が
大
き
く
な
ら
な
い
こ
と
も
そ
の
要
因
で
あ
る
。
群
れ
の
大

き
さ
は
捕
食
者
の
存
在
、
生
息
密
度
、
食
物
の
分
布
に
影
響
を
受
け

る
が
、
日
本
で
は
オ
オ
カ
ミ
が
絶
滅
し
て
い
る
の
で

（〓
鶴
Ｌ
く
”
日
”

Ｒ

“卜

８
８
）
捕
食
者
の
影
響
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
中
山
間
地

域
の
荒
廃
に
よ
リ
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
環
境
が
改
善
さ
れ
た
た
め
、
生

息
密
度
が
あ
が
り
、
群
れ
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
イ
ノ
シ
シ
の
主
要
な
食
物
で
あ
る
堅
果
類
、
根

・
塊
茎
な
ど

（図
５
）
は
生
息
地
に
少
量
ず
つ
分
散
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
森
林

生
態
系
に
大
き
な
被
害
を
出
す
ほ
ど
大
き
な
群
れ
を
作
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
方
、
農
地
は
イ
ノ
シ
シ
の
食
物
が
大
量

に
集
中
分
布
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
に
イ
ノ
シ
シ
が
集

中
す
る
こ
と
で
被
害
が
甚
大
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
中
山
間
地
域
で
イ
ノ
シ
シ
と
共
存
す
る
た
め
に
は
農
作
物
被

害
の
対
策
を

一
義
的
に
考
え
れ
ば
良
く
、
シ
カ
の
場
合
に
求
め
ら
れ

る
自
然
領
域
で
の
個
体
数
管
理
は
必
ず
し
も
重
要
で
は
無
い
。

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
主
な
被
害
作
物
で
あ
る
水
稲
の
現
在
の
収
穫
期

は

一
九
五
〇
年
以
降
に
普
及
し
た
保
温
折
衷
苗
代
の
技
術
に
よ
り
早

め
ら
れ
た
も
の
で

（持
田
、　
一
九
九
〇
）
、
本
来
の
水
稲
収
穫
期
は
晩

秋
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
堅
果
類
の
豊
作

年
に
農
作
物
被
害
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
も
収
穫
期
を
以
前
の
よ
う
に
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
被
害

発
生
量
の
軽
減
が
実
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
場
合
に

は
、
台
風
や
秋
落
ち
に
よ
る
減
収
が
心
配
さ
れ
る
し

（持
田
、　
一
九

九
〇
）
、
コ
ナ
ラ
等
の
堅
果
の
不
作
年
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
の

で
根
本
的
解
決
に
は
な
ら
な
い
。

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
対
策
と
し
て
は
、
駆
除
に
よ
る
個
体
数
管
理
や

忌
避
剤
な
ど
に
よ
る
化
学
的
防
除
、
爆
音
機
な
ど
に
よ
る
心
理
的
防

除
、
柵
な
ど
に
よ
る
物
理
的
防
除
が
あ
る

（日
本
野
生
生
物
研
究
セ

ン
タ
ー
、　
一
九
九

一
）
。
こ
の
内
、
化
学
的
お
よ
び
心
理
的
防
除
は
馴

化
に
よ

っ
て
す
ぐ
に
効
力
を
失
い
、
短
期
間
の
効
果
し
か
期
待
で
き

な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（日
本
野
生
生
物
研
究
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九

一
〕
農
林
水
産
省
中
国
農
業
試
験
場
、
二
〇
〇
〇
）
。
駆
除
に

よ
る
個
体
数

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
重
要
な
対
策
の

一
つ
で
あ
る
。
し
か

し
、
全
国
的
に
狩
猟
者
数
の
減
少
と
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て
お

り

（原
田
ほ
か
、
二
〇
〇

一
）
、
地
域
的
に
は
駆
除
隊
を
編
成
で
き
な

く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
ツ
キ
ノ
ヮ
グ
マ
の
誤
捕
獲
を
防
ぐ
た
め
捕

獲
効
率
の
高
い
脚
く
く
り
罠
の

一
人
当
た
り
の
使
用
可
能
数
が
、　
一

九
九
九
年
の
自
然
環
境
保
全
審
議
会
の
答
申
で
制
限
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
イ
ノ
シ
シ
に
対
す
る
高

い
捕
獲
圧
の
維
持
は
難
し
く
な

っ
て
い

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
駆
除
の
み
で
被
害
対
策
を
進
め
て
い
く
の
は
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